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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
・「デス」カンファレンス
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
・「集中」治療部
・「毎月全死亡症例から2-4症例を選定」とかでどうでしょう？初回は全症例対象だったわけですよね？
・「題名を◯に変更」がいいかもです。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
・「院内の予期せぬ死亡症例を把握できたので，院内急変対応システム構築に役立った」でどうでしょう？
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M&MALITFLI AR
(mortality and morbidity conference)

M&M ( mortality&morbidity ) &1E. FET-l -
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